
 

Electro-harmonixの伝統的なMetal Muffのポケットサイズ版となるNano Metal Muffをお買
い上げ頂きまことにありがとうございます。Nano Metal Muffは、強力な3つのEQとリフ間の
不要なノイズやハムを除去するノイズゲートを新たに搭載しています。圧倒的な低域、スクー
プした中域、そして明瞭な高域に加えて、エッジの効いたサウンドから完全に押しつぶされた
ようなディストーションまで可能とする真のヘビーメタル・マシーンなのです。

コントロール

DISTノブ - ディストーションとサチュレーションの量を調整します。時計回りに回すとよりサチュレ
ーションが得られます。

GATEノブ - ノイズフロアのスレッショルドを調整することで、不要なハムノイズを除去します。
INPUTジャックに入力された信号レベルがGATEノブで設定したスレッショルド以下の
場合、OUTPUTジャックからの出力をミュートします。GATEノブを時計回りに回した
場合、OUTPUTジャックのミュートを解除するためにINPUTジャックでより大きな信号
入力が必要になります。反時計回りに回し切った状態ではゲートは無効になります。

GATEノブの設定：GATEノブを反時計回りに回し切った状態からスタートし、DISTノ
ブは12時方向以上、ギターのボリュームは最大にして、弦が鳴らないように押さえて
おくことをお勧めします。Nano Metal Muffの出力がミュートされるまでゆっくりと
GATEノブを時計回りに回します。次に、GATEノブをもう少しだけ時計回りに回し、
サウンドテストを行います。ゲートのミュートを解除するために必要以上に力を入れて
プレイする必要がある場合は、GATEノブを少し反時計回りに回します。もし音の終わ
りにより素早いゲートを必要とする場合にはGATEを時計回りに回します。

GATE LED - このLEDは内部ゲートが作動し、出力信号をミュートした場合に点灯します。GATE 
LEDがオフの場合、信号はOUTPUTジャックから出力されます。

VOLノブ - 全体の出力ボリュームを設定します。

BASSノブ - ±14dBの範囲で低域のブースト/カットが可能です。

MIDノブ - ±15Bの範囲で中域のブースト/カットが可能です。

TREBLEノブ - ±10dBの範囲で高域のブースト/カットが可能です。

BYPASSフットスイッチとステータスLED - Nano Metal MuffのON/OFFを切り替えます。
Nano Metal MuffがONの時、STATUS LEDが点灯します。
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ー 電池交換について ー 

〒468-0002　愛知県名古屋市天白区焼山1-813　E-MAIL: support@kyoritsu-group.co.jp

9Vバッテリーを交換する場合はNano Metal Muffの底面パネルを固定している4本のビスを取り外
して下さい。ビスを外したら底面パネルを外しバッテリーの交換が可能です。底面パネルを取り外し
た際は、内部基板に触れて損傷を招く恐れがあるため、充分にご注意ください。

接続端子と電源

INPUTジャック - 1/4”モノフォンタイプのINPUTジャックです。インプット・インピーダンスは1M
Ωです。

OUTPUTジャック - 1/4”モノフォンタイプのOUTPUTジャックです。バイパス・モード時、
OUTPUTジャックはバッファー回路を経由して、INPUTジャックと接続されます。イ
ンプット・インピーダンスは600Ωです。

POWER - 別売の9VDCセンターマイナス極性のパワーサプライをこのジャックに接続し、Nano 
Metal Muffに電力を供給することができます。 Nano Metal Muffは、9VDC センターマイナス極性、
消費電流値 24mAを必要とします。電源ジャックでDC12V以上の電圧を入力しないでください。

9Vバッテリー(006P )を使用する場合、ケーブルをINPUTジャックに接続すると電源が入ります。バ
ッテリーの消耗を防ぐため、使用しない場合はINPUTジャックからケーブルを抜いてください。

※異なるアダプターや間違った極性のアダプターの使用による破損は保証適用外となりますので
ご注意ください。

SPECIFICATIONS

• インプットインピーダンス：1MΩ 

• アウトプットインピーダンス：600Ω 

• 消費電流値：24mA 

• バイパス時最大許容入力レベル：+8.5dBu 

バイト感のあるディストーションを実現するため、Nano Metal Muffの最大ゲインは非常に高くなっ
ています。高いサステイン効果が得られるようなコントロールの設定で使用する際には、過度なハムノ
イズを避けるためにピックアップとケーブルの両方が十分にシールドされ、適切にグラウンドと接地さ
れている必要があります。


